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研究成果の概要（和文）：日本語を母語とするドイツ語学習者、とりわけ初学者のための発音教授法および教材の開発
を行った。他外国語の発音教育で用いられるサイレント・ウェイ等の指導法も参考にし、「認知学習法」の理念に基づ
いた、学習者の自律学習を促す教授法、すなわち学習者が自らの発音器官をコントロールし既知の音（母語の音）から
未知の音を自覚的・体験的に習得することができるような学習のあり方を提示した。さらに、聞き手の理解を阻害する
発音上の問題点こそが優先学習事項と結論づけ、一連の予備実験の結果から優先事項をリストアップした。最終的に本
研究の成果を盛り込んだマルチメディア教材(本、CD、DVD、WEB)を完成させた。

研究成果の概要（英文）：The aim of my research was to develop a method and materials for teaching German 
pronunciation to Japanese learners of the language. Using the "Cognitive Learning” approach and 
others　as my base, I want to promote a method that encourages learner’s autonomy. I would like for 
learners to learn to control their own vocal chords and take the sounds they know in their native 
language and transform them into sounds in their new language. This is the practical method of acquiring 
linguistic ability that I explored in my studies. I determined that addressing the issue of pronunciation 
errors was one of the first steps to making a speaker better understood. After conducting a series of 
experiments, I made a list of the most important factors in acquiring proper pronunciation. I concluded 
my research by turning what I had learned into a variety of multimedia learning materials.

研究分野：外国語教授法
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１．研究開始当初の背景 
(1) 今日のドイツ語教育においてドイツ語音

声や発音が詳しく扱われることは極めて少な

い。大学生向けのドイツ語教材では、多くの

場合発音と綴りとの関係が冒頭の数ページ程

度に挙げられているのみであり、学習者は現

場の教師の発音とCD を聴いて真似をするし

か方法はないのが実状である。この方法は若

年の学習者には効果がある場合もあるが、成

人の学習者や外国語の学習経験の乏しい者に

は困難と苦痛をもたらすこともある。また機

械的な模倣と反復を主とするその練習法では、

未知の語にどのように対処するかなど、応用

力を養うことが難しいとされる。 

(2) 一方、ドイツ語以外の外国語教育におい

ては教授法の開発が進んでいる。Gattegno, C.

によるサイレント・ウェイ、日本人向けに「フ

ォニックス」（発音とつづりの関係のルール）

学習法を取り入れた松香洋子、発音の学習に

視覚・聴覚などを活用した Guberina、P.のヴ

ェルボトーナル法など、聴覚だけに頼らない

発音教育や、発音の習得を学習の基盤とする

言語教育の様々な試みがある。また、近年自

分の学習を客観的にチェックする能力を育成

する「認知学習法」の考え方が外国語学習の

教授法として次第に広まっている。 

(3) これら一連の先行研究に学び、研究代表

者は連携研究者と共に認知学習法に基づく音

声教材およびその教授法（指導法）の開発を

進めてきた。この指導法ではメタ認知能力の

育成という観点を取り入れ、モデル音に頼ら

ず、自ら正しい音を発見することを試みてい

る。さらに音声教材としてブログ形式で音声

の提供を行うデモ版を作成し、授業とも連動

させた指導も行った。 

 
２．研究の目的 
本研究においては、日本語を母語とするドイ

ツ語の、とりわけ入門レベルの学習者が、ど

のような練習を行い、どのような指導を受け

ることによって、効果的にドイツ語の音声の

習得ができるかを明らかにすることを目的と

した。言語の音声的特徴は単音レベルからテ

キストレベルまで様々な段階で現れる。発話

がその言語らしく聞こえるのは単音レベルよ

り文のイントネーションやリズムの問題だと

も言われる一方で、イントネーションがその

言語らしいかどうかと、聞き手の理解を阻害

する発音上の問題点の多寡は必ずしも比例し

ている訳ではない。本研究では聞き手の理解

にとって支障となる発音上の問題を明らかに

し、その問題の対処に最も効果的な指導の方

法論を導きだすことを目指した。研究課題は

具体的には次のようなものであった。 

(1) 日本語母語話者にとって習得が容易/困

難なドイツ語の音声特徴を選別。 

(2) 母語にはない未知の音を出すための方法

の検討と提案。 

(3) 練習素材（ドリル素材、イラスト、音源）

の質と量について検討し、教材として具体化。 

従来の指導法の長所短所を検証しつつ、「認

知学習法」の理念に基づいた、学習者の自律

学習を促す教授法の開発。 

 
３．研究の方法 
(1) 2.-(1)については主として以下の方法に

よって進めた： 

①複数のドイツ語学習者の発音を録音し、母

語話者に聞かせ、理解を妨げると思われる音

を選別する。②ドイツ語教員及び、ドイツ語

学習者に発音についてのアンケートを実施し、

発音しにくい音、並びに発音学習の問題点を

調査する。③音声学の知見に学び、音声学的

な観点から日本語母語話者に問題となりやす

い音を理論的側面から明らかにする。 

(2) 2.-(2)についてはヴェルボトーナル、サ

イレントウェイなどの他言語の教授法および、

ドイツ語の言語聴覚療法の方法論から学び、

作成したサンプルを教室で実験的に使用し、

そのフィードバックから教材を修正すること

を繰り返した。 



(3) 2.-(3)については紙媒体の教材のほか、

CD及びDVD教材との連携もふくめ総合教材

としての設計を行った。 教材の録音はドイ

ツで行い、その際にドイツの言語聴覚士やス

ピーチトレーニングの専門家にアドバイスを

求めた。 

 
４．研究成果 

(1) 2.-(1) に関しては、聞き手の理解に妨

げになる発音上の問題点を導き出し、学習

すべき優先順位の高い音声項目の暫定的な

リストを作成した。 

(2)方法論の基本理念は自律学習であり、学

習者に日本語で出している音を自覚させ、

自分の発音をモニターして訂正する能力を

引き出すことである。発音学習にモデル音

のリピートではなく自己発見型の方法論を

導入した。 

(3) 紙媒体の教材を中心に、DVD、CDの教

材を連携させた、自律学習および教室利用

が可能な素材を提供した。教材では、単音、

文レベル、テキストレベルに分け、それぞ

れの表現単位に特徴的な発音上の問題点を

明らかにし、学習の方法と素材を提供した。

なおWebは現在まだ作成途中である。本研究

に残された問題点、研究の過程で新たに出

てきた問いには現在、連携研究者とともに

引き続き取り組んでいる。 
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